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生活で困っていることはありませんか？ ごはんを食べていますか？ 眠れていますか？

家族のこと・お金のこと・就職のこと・将来への不安など、どんなことでもどうぞ

悩んでいることがあれば１人で抱えこまずにご相談ください。相談された内容は

秘密厳守いたします。はばたき人権文化センターまでご相談ください。

今月の人権カレンダー
【 ２月の予定 】

３日（火） 明倫小学校地区学習会閉講式 １7：0０～

５日（木） にこにこサロン １０：３０～

１３日（金） 因伯子供学園地区学習会閉級式 １７：００～

１４日（土） 倉吉市中学生人権フォーラム ８：５０～

１８日（水） 和田東町地区学習会閉講式 １7：0０～

１９日（木） にこにこサロン １０：３０～

２０日（金） 中隣協職員研修会 １3：3０～

２７日（金） 園児異文化交流会 １０：００～

11 日 ： 建国記念の日

21日 ： 国際母語デー

【目的】「言語の多様性、多言語の使用、

あらゆる母語の尊重の推進」

２２日 ： 世界友情の日

～人間解放の文化を創造しよう～

第４９回倉吉市部落解放文化祭

発

表

令和８年２月８日（日）１３：００～１５：００（開場１２：３０）

会場 ： エースパック未来中心 小ホール

■円通寺人形芝居

円通寺人形芝居保存会

演目 ： 三吉デコ ・ 平井権八 ・ 大黒舞

江戸時代に由来する歴史ある人形芝居。３人の人形遣いに

よる、人形の生き生きとした動きが特徴です。

はばたき人権文化センターをはじめ市内の人権文化センター、認定こども園・保育園、

小中学校、社会福祉施設などの作品を展示しています。

■人権作文朗読

福田るみ花さん（河北中学校）

「笑いの中で傷つく心」

◆ボテ茶サービス◆ ２月８日（日）１１：００～

小ホール入り口付近 ※なくなり次第終了

部落解放同盟倉吉市協議会

多くの方のご来場をお待ちしております！

「人権問題講演会」 開催のご案内

◆日 時 令和 ８年 ３月 ７日 (土) １０：００～１１：３０

◆場 所 はばたき人権文化センター １階 老人憩いの家

◆演 題 「 インターネットと人権 」

～部落差別の現状とこれからの課題～

◆講 師 坂根 政代 さん （部落解放同盟鳥取県連合会 書記長）

差別落書きや差別発言などに遭遇
した場合は、倉吉市人権政策課、又
は、最寄りの人権文化センターまで
ご相談ください。

倉吉市市民生活部人権政策課 ℡0858-22-8130

はばたき人権文化センター ℡0858-22-0232

作
品
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令和８年２月６日（金）～２月８日（日） ９：００～１６：００

会場 ： エースパック未来中心 アトリウム

インターネット上での差別事例や全国部落調査復刻版

事件の裁判結果をふまえ、様々な活動や体験をもとに、

この深刻な問題に光を当て、理解を深めるお話をいた

だきます。ぜひご参加ください。



１月はこんなことをしました！

たくさんの

ご参加

お待ち

してます！

にこにこサロン 隔週 木曜日 １０：３０～

◎今年度のテーマ ： 「みんなと一緒に参加しよう」

●１５日（木）もちつき・かきもちづくり

２月 ５日 （木） 巻き寿司をつくろう
節分を過ぎてしまうけれど、みんなで作ればその味は

また格別！一緒に楽しみましょう♪

２月１９日 （木） 室内でスポーツを楽しもう
社協職員の方と一緒に、気軽に楽しめる2種類のスポーツを体験します。

知ってください 子ども用車いす のこと

見た目はベビーカー、

実は「車いす」です。

病気や障がいが理由で、

「これがないと移動できない」

子どもたちが使用しています。

「子ども用車いす」は、外見がベビーカーに似ています。そのため、公共交通機関や公共施設でベビーカー

と誤認され、必要な介助が受けられないなど、認知度の低さに伴うトラブルが発生しており、周囲の理解と

配慮が求められます。なお、ベビーカーを車いすと同じ目的で使用している場合もあります。

1. 子ども用車いすの特徴と役割

子ども用車いすには、大きく分けて自走・介助用の「標準型」と、姿勢を維持する機能に特化した「バギー

型」があります。バギー型は、難病や障がいで体幹が弱いために首が座らない子や、姿勢が固定でき

ない子のための車いすです。子どもの障がいに合わせて体幹を支えるクッションや、背もたれの角度

の調整、座面の下に人工呼吸器など医療機器を積めるような造りになっているなど、「オーダーメイド

の医療機器」としての側面もあります。

2. 子ども用車いすへの誤解から生まれる問題

①介助者や利用者が、公共交通機関でスロープの利用を申し出ると、「ベビーカーには使えません」「たたむ

ように」と言われたり、障がい者用駐車スペースの利用を断られたりするなどのトラブルが発生していま

す。

②公共の場で、「混んでいるんだからたたんでもらえますか？」と言われたり、「大きくなってもベビーカー

に乗せて甘やかしている」という無理解な視線に晒されています。こうした誤解は、外出そのものを苦痛に

し、家族を孤立させる原因となります。

車いすが必要な子どもと、その家族のためにできること

子ども用車いすを利用する子どもたちにとって、外出は単なる移動ではなく、

社会とつながり、経験を積むための大切な学びの場です。私たちが「ベビーカーに

見える車椅子」の存在を知り、正しく理解することは、誰もが排除されない社会を

作るための第一歩となります。

（一部国土交通省ホームページ参照）

【 折りたためません 】

これは車いすです。座る姿勢を保つことが難しい

などの身体的特徴から、車体を折りたたむことは

容易ではありません。また、子どもたちは「子ども

用車いす」から降りて歩くことも困難です。

【 重量があります 】

車いす自体の重量に加え、医療機器を搭載してい

る場合もあります。そのため、車体を持ち上げて

大きな段差を超えることは非常に困難です。

【 子ども用車いすマークもあります 】

「こども車いす」や「子ども用車いす」などと表示した

マークをつけている方もいます。

※子ども用車いすを見かけたら、温かい配慮をお願いします。 ※マークは一例です。

年の初め、最初のにこにこサロンは、おもちつき！

ボランティアの協力を得て、おもちをたくさんつき

ました。昼食用につきたてをみんなであんこやきな

こでくるみ、一緒に舌鼓♪かき餅は切り分けて持ち

帰り、各自でカット・乾燥させて、冬のおやつをシェ

アしました。

２月の
にこにこ
サロン

事前予約不要 ・ 参加費２００円（昼食代） 会場 ： はばたき人権文化センター

１月６日、島根県東部を震源とする最大震度５弱の地震が発生しました。倉吉市内でも震度４を観測、正

月早々の地震は、２年前の能登半島地震も彷彿とさせ、怖い思いをした方も多いでしょう。

今年は、鳥取県中部地震からちょうど１０年目となります。今一度、住居の中の危険箇所を確認したり、防

災用品や防災リュックの中を点検してみましょう。また地域の防災マップを使って、家族で避難経路・避難先

を再確認するなど、災害への備えを万全にしておきましょう。

防災グッズを再確認しましょう！ ～家庭での備えは万全ですか？～

一番大切なのは命に関わる「水」ですが、インターネットや

テレビなどでよく目にする、これがあったら良かったという

ものを挙げてみました。防災用品や食品としてお家にある

と便利です。

★簡易トイレ（使い捨てトイレ）

★モバイルバッテリーやポータブル電源

（できればソーラー充電可能な物）

★石油ストーブやカセットコンロ

★ドライシャンプー ★野菜が多めの非常食

最近はオール電化の住宅も増え

てきました。普段は快適でも、災

害時停電が長引くと、冷暖房だけ

でなく食事から湯沸かしまで出来

なくなります。ストーブやカセット

コンロなど、簡易な

熱源や電源も

確保しておく

と安心です。


